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道
路
運
送
車
両
の
保
安
基
準
第
二
章
及
び
第
三
章
の
規
定
の
適
用
関
係
の
整
理
の
た
め
必
要
な
事
項
を
定
め
る

告
示
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示

道
路
運
送
車
両
の
保
安
基
準
第
二
章
及
び
第
三
章
の
規
定
の
適
用
関
係
の
整
理
の
た
め
必
要
な
事
項
を
定
め
る
告
示

（
平
成
十
五
年
国
土
交
通
省
告
示
第
千
三
百
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
条
第
七
項
中
「
第
四
項
」
を
「
第
六
項
」
に
、「
第
七
項
」
を
「
第
八
項
」
に
改
め
、
同
条
第
八
項
及
び
第
九

項
中
「
第
三
十
条
第
四
項
」
を
「
第
三
十
条
第
六
項
」
に
改
め
、
同
条
第
十
項
中
「
第
百
八
条
第
六
項
第
二
号
」を「
第

百
八
条
第
八
項
第
二
号
」
に
、「
８
秒
」
を
「
八
秒
」
に
改
め
る
。

第
二
十
二
条
中
第
七
項
を
第
八
項
と
し
、
第
四
項
か
ら
第
六
項
ま
で
を
一
項
ず
つ
繰
り
下
げ
、
同
条
第
三
項
の
次
に

次
の
一
項
を
加
え
る
。

４

特
種
用
途
自
動
車
及
び
幼
児
専
用
車
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、保
安
基
準
第
二
十
二
条
の
五
第
一
項
の
規
定
は
、

適
用
し
な
い
。

附

則

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
四
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
七
百
六
十
八
号

船
舶
設
備
規
程
（
昭
和
九
年
逓
信
省
令
第
六
号
）
第
百
四
十
六
条
の
十
、
第
百
四
十
六
条
の
十
の
二
及
び
第
百
四
十

六
条
の
三
十
九
並
び
に
船
舶
消
防
設
備
規
則
（
昭
和
四
十
年
運
輸
省
令
第
三
十
七
号
）
第
五
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
航

海
用
具
の
基
準
を
定
め
る
告
示
及
び
船
舶
の
消
防
設
備
の
基
準
を
定
め
る
告
示
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示
を
次
の
よ
う

に
定
め
る
。

平
成
二
十
四
年
六
月
二
十
九
日

国
土
交
通
大
臣

羽
田
雄
一
郎

航
海
用
具
の
基
準
を
定
め
る
告
示
及
び
船
舶
の
消
防
設
備
の
基
準
を
定
め
る
告
示
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示

（
航
海
用
具
の
基
準
を
定
め
る
告
示
の
一
部
改
正
）

第
一
条

航
海
用
具
の
基
準
を
定
め
る
告
示
（
平
成
十
四
年
国
土
交
通
省
告
示
第
五
百
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

第
五
条
第
一
項
中
「
第
百
四
十
六
条
の
十
」
の
下
に
「
及
び
規
程
第
百
四
十
六
条
の
十
の
二
」
を
加
え
る
。

第
六
条
本
文
中
「
第
百
四
十
六
条
の
十
の
二
」
を
「
第
百
四
十
六
条
の
十
の
三
」
に
改
め
る
。

第
七
条
本
文
中
「
第
百
四
十
六
条
の
十
の
三
」
を
「
第
百
四
十
六
条
の
十
の
四
」
に
改
め
る
。

第
三
十
二
条
第
一
項
中
第
五
号
を
六
号
と
し
、
第
四
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

四

踏
段
は
、
次
に
掲
げ
る
要
件
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

イ

安
全
上
十
分
な
大
き
さ
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ロ

適
当
な
間
隔
で
水
平
に
取
り
付
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ハ

銘
板
が
取
り
付
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

第
三
十
二
条
第
一
項
第
四
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

五

サ
イ
ド
・
ロ
ー
プ
は
、
降
ろ
し
た
長
さ
を
識
別
す
る
た
め
の
印
が
適
当
な
間
隔
で
付
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ

と
。

（
船
舶
の
消
防
設
備
の
基
準
を
定
め
る
告
示
の
一
部
改
正
）

第
二
条

船
舶
の
消
防
設
備
の
基
準
を
定
め
る
告
示
（
平
成
十
四
年
国
土
交
通
省
告
示
第
五
百
十
六
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
四
条
第
一
項
中
第
八
号
を
第
九
号
と
し
、
第
七
号
を
第
八
号
と
し
、
第
六
号
を
第
七
号
と
し
、
第
五
号
中

「
特
定
機
関
区
域
」
の
下
に
「
又
は
ロ
ー
ル
オ
ン
・
ロ
ー
ル
オ
フ
貨
物
区
域
」
を
加
え
、
同
号
を
第
六
号
と
し
、
第

四
号
中
「
又
は
火
災
探
知
装
置
の
動
力
源
が
故
障
」
を
「
が
故
障
し
、
又
は
火
災
探
知
装
置
へ
の
給
電
が
停
止
」
に

改
め
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

五

前
号
の
場
合
に
お
い
て
、
故
障
か
ら
復
旧
し
、
又
は
給
電
が
再
開
さ
れ
た
と
き
に
は
、
自
動
的
に
通
常
の
作

動
状
態
に
復
帰
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

第
三
十
四
条
第
二
項
中
第
八
号
を
第
九
号
と
し
、
第
七
号
中
「
第
五
号
か
ら
第
八
号
」
を「
第
六
号
か
ら
第
九
号
」

に
改
め
、
同
号
を
第
八
号
と
し
、
第
六
号
を
第
七
号
と
し
、
第
三
号
か
ら
第
五
号
ま
で
を
そ
れ
ぞ
れ
一
号
ず
つ
繰
り

下
げ
、
第
二
号
中
「
又
は
火
災
探
知
装
置
の
動
力
源
が
故
障
」
を
「
が
故
障
し
、
又
は
火
災
探
知
装
置
へ
の
給
電
が

停
止
」
に
改
め
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三

前
号
の
場
合
に
お
い
て
、
故
障
か
ら
復
旧
し
、
又
は
給
電
が
再
開
さ
れ
た
と
き
に
は
、
自
動
的
に
通
常
の
作

動
状
態
に
復
帰
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
四
年
七
月
一
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。）か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条

施
行
日
前
に
建
造
さ
れ
、
又
は
建
造
に
着
手
さ
れ
た
船
舶
に
つ
い
て
は
、
こ
の
告
示
に
よ
る
改
正
後
の
航
海

用
具
の
基
準
を
定
め
る
告
示
及
び
船
舶
の
消
防
設
備
の
基
準
を
定
め
る
告
示
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の

例
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
船
舶
設
備
規
程
第
百
四
十
六
条
の
十
の
二
の
水
域
を
定
め
る
告
示
の
一
部
改
正
）

第
三
条

船
舶
設
備
規
程
第
百
四
十
六
条
の
十
の
二
の
水
域
を
定
め
る
告
示
（
平
成
四
年
運
輸
省
告
示
第
五
十
一
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

題
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

船
舶
設
備
規
程
第
百
四
十
六
条
の
十
の
三
の
水
域
を
定
め
る
告
示

本
文
中
「
第
百
四
十
六
条
の
十
の
二
」
を
「
第
百
四
十
六
条
の
十
の
三
」
に
改
め
る
。

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
七
百
六
十
九
号

旅
客
自
動
車
運
送
事
業
運
輸
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
二
十
四
年
国
土
交
通
省
令
第
六
十
七
号
）
の
施

行
に
伴
い
、
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
運
輸
規
則
（
昭
和
三
十
一
年
運
輸
省
令
第
四
十
四
号
）
第
七
条
の
二
第
一
項
の
規

定
に
基
づ
き
、
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
運
輸
規
則
第
七
条
の
二
第
一
項
の
運
送
引
受
書
の
記
載
事
項
を
定
め
る
告
示
を

次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
四
年
六
月
二
十
九
日

国
土
交
通
大
臣

羽
田
雄
一
郎

旅
客
自
動
車
運
送
事
業
運
輸
規
則
第
七
条
の
二
第
一
項
の
運
送
引
受
書
の
記
載
事
項
を
定
め
る
告
示

（
用
語
）

第
一
条

こ
の
告
示
に
お
い
て
使
用
す
る
用
語
は
、
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
運
輸
規
則
に
お
い
て
使
用
す
る
用
語
の
例

に
よ
る
。

（
運
送
引
受
書
の
記
載
事
項
）

第
二
条

旅
客
自
動
車
運
送
事
業
運
輸
規
則
第
七
条
の
二
第
一
項
の
運
送
引
受
書
に
記
載
す
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り

と
す
る
。

一

当
該
運
送
の
申
込
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
電
話
番
号
そ
の
他
の
連
絡
先

二

当
該
運
送
を
引
き
受
け
る
一
般
貸
切
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
者
と
運
送
契
約
を
締
結
す
る
者
の
氏
名
又
は
名
称

及
び
住
所
並
び
に
電
話
番
号
そ
の
他
の
連
絡
先

三

当
該
運
送
の
申
込
み
に
係
る
旅
客
の
団
体
の
名
称

四

当
該
運
送
を
引
き
受
け
る
一
般
貸
切
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
者
の
住
所
及
び
電
話
番
号
そ
の
他
の
連
絡
先
（
緊

急
時
に
お
け
る
連
絡
先
を
含
む
。）並
び
に
道
路
運
送
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
三
号
）
第
四
条
第
一
項

の
許
可
の
年
月
日
及
び
許
可
番
号
並
び
に
営
業
区
域

五

当
該
運
送
に
係
る
事
業
用
自
動
車
（
以
下
単
に
「
事
業
用
自
動
車
」
と
い
う
。）の
発
車
及
び
到
着
の
日
時
、
宿

泊
又
は
待
機
を
要
す
る
場
合
は
そ
の
旨
そ
の
他
事
業
用
自
動
車
の
運
行
に
関
す
る
旅
行
の
日
程

六

事
業
用
自
動
車
の
配
車
の
地
点
及
び
日
時
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